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三菱化成（現三菱ケミカル）と
グループ14社の
共同出資により
株式会社 菱化システム設立

三菱化成グループの
コンピュータサービス開始

グループ外の企業にも
積極的に業務を拡大

ERP事業
海外展開から開始

アルファテック・ソリューションズ
株式会社をグループ化

エムアールシー情報
システム株式会社と事業統合

東京スカイツリー
イーストタワーに移転

1970 1971 1980 1997 2007 2011 2013

所在地 ：東京都墨田区押上一丁目1番2号 東京スカイツリーイーストタワー
代表者 ：代表取締役社長 勝呂 芳雄
設立年月日 ：1970年4月1日
資本金 ：3億円
主要株主 ：三菱ケミカル株式会社
売上高 ：219億円 (2017年3月期）
従業員 ：648名 （2017年4月現在）
関連会社 ：アルファテック・ソリューションズ株式会社

沿革

三菱ケミカルシステム
株式会社に社名変更

2017



三菱ケミカルシステムは、総合化学メーカー三菱ケミカルホールディングスグループのIT機能会社です。
国内外500社以上、約7万人が利用する三菱ケミカルホールディングスグループのシステム基盤を

半世紀にわたり今も支える実績と信頼が、わたしたちの“強み”です。



経験

現在の
担当職務

システム
開発部
について
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各部門人事部門



【働き方改革の取り組み】
『人的・時間的な「余力」を生み出す』・『一人ひとりの能力向上』

【労働時間管理の概要】
『要員体制の平準化促進』・『属人化の改善』

システム開発業務標準化の整備
担当による属人化を排除 開発でのＱＣＤを均一化させる
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４つの観点

① •【発注者との契約・提案時】

② •【発注者との関係】

③ •【プロジェクトの遂行時】

④ •【プロジェクトの遂行を組織として支援】

プロジェクトマネージャとして今までに取り組んできた



１つ目の観点

① • 【発注者との契約・提案時】

●顧客の専門用語や専門業務についての会話をスムーズに
実施し、理解や確認に費やす余分な時間を作らない

●現場に入り込み業務を確認することで業務分析を行い、
顧客要求を項目毎に要件として確認をし、併せて業務
変更の可否を検討する



１つ目の観点

① • 【発注者との契約・提案時】

業務に精通（高レベルの業務スキル）した要員
ベースシステムによるFit&Gapおよびプロトタイピングを実施

「顧客業務システムに特化し、顧客にストレスを与えない
要件定義」

「下流工程での要件変更を極力抑止」



２つ目の観点

●顧客のキーマンとの密な連携

ほぼ毎日顧客先に出向き短時間でも対話をし、
顧客とのあらゆる認識の齟齬を極力排除する

② • 【発注者との関係】



３つ目の観点

③ • 【プロジェクトの遂行時】

●開始前に合意されたプロジェクトスコープは変更しない

追加要件等の仕様変更については、スコープ外で有ることを
理解していただき、その都度顧客側に費用・期間を提示し、
実行有無の判断を仰ぐ
必要分は関連機能を含めテスト完了後の対応とすることで
顧客と合意する



４つ目の観点

④ • 【プロジェクトの遂行を組織として支援】

●プロジェクトの社内体制

ステアリングコミッティに取締役、総責任者に顧客窓口の
部門長、プロジェクト責任者に開発の部門長、事務局に
担当営業 とした体制とし、
ステアリングコミッティ会議（都度）およびプロジェクト全体
会議（各月）には上記全員が出席



４つ目の観点

●社内の３段階の会議体
①部内リーダ会議 ②事業部PMO会議 ③社長定例会議

会議体にて適宜サポートを実施し、定量的にプロジェクトの
状況を、組織として 監視し、フォローする
※規定書式（週次／月次別、QCD+SRRS）にて報告

④ • 【プロジェクトの遂行を組織として支援】
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４つの重要性

① • マネジメントスキルが重要

② •組織的なバックアップが重要

③ • スコープ変更は極力行わないことが重要

④ •計画が最重要



１つ目の重要性

① •マネジメントスキルが重要

●Q･C･D･に加え、S(スコープ)･R(リソース)･R(リスク)･
S(顧客満足)を常に意識し、バランスのとれたプロジェクト
推進をする



１つ目の重要性

●知識を持ち、経験をし、その経験の中で努力をすることに
より、スキルが向上し定着する
その定着した知識・スキルを、実践の場で『意思を持ち・
意識的に・発揮させる』＝『コンピテンシー』を持つ

※コンピテンシー
「やるべきことをしない／やってはいけないことをする」を無くし、
意識的に「やるべきことをする・やるべきことを敢えてしない／やってはいけないことはしない・
やってはいけないことを敢えてする」

① •マネジメントスキルが重要



2つ目の重要性

② •組織的なバックアップが重要

●定量的にプロジェクトの状況を監視し、問題の早期発見、
リスク回避に向け 「組織としてサポートする」



3つ目の重要性

③ •スコープ変更は極力行わないことが重要

●常に顧客と対話し合意する
開始前に合意されたスコープを常に明確にし、事象発生
時にはスコープ外として承認いただく



そして、何より重要な 4つ目の重要性

④ •計画が最重要

●プロジェクトは、「見積＝計画＝実績」とすることが理想
そのためには、先ず「見積」が重要となる
この「見積」は、単なる見積ではなく、「実行」を見据えた
「計画」の要素を取り入れなければならない
「計画」は、「確実に実行可能」であることを考慮しなけれ
ばならない



そして、何より重要な 4つ目の重要性

●人間は機械では無い
プロジェクト期間中一定の均一したペースは決して続かない
「人は機械ではないことを前提とした作業計画や要員計画」
が必要

④ •計画が最重要



そして、何より重要な 4つ目の重要性

●プロジェクトは「個」の集団
各メンバーのスキルの波（高低）に合せた作業の割り振り
が重要であり、実績を元にした作業の平準化（スケジュール
調整、要員にあったタスクまたは工数への変更）も大切

④ •計画が最重要



マネジメント(プロジェクト・ラインともに)

「共感・共有・納得」させて人を動かし
皆を 同じ速度で 同じ目標で 同時にゴール させ
自身および組織(プロジェクト)のミッションを果たす

相手を如何に納得させることができるのかを
常に考え行動する
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「顧客のために」「担当組織のために」を常に考え、
『個』を尊重しながら、携わる全ての人が同じ価値観
を持つようにし、「全員が理解しかつ全員が納得する」

ことで、プロジェクトの目標が達成される

｢計画｣通りにプロジェクトを推進するために必要



マネージメントをする人々も『個』で有ります。
考え方や手段等も、その人毎に異なると思います。

本日、お話させていただいものは一例に過ぎません
が、少しでも皆さまのお役に立てれば幸いです。




